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 「
本
年
度
の
出
発
に
あ
た
り
」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長 
鎌
田
耕
介 

 
 

本
校
に
着
任
し
て
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

３
月
１１
日
の
大
震
災
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い

悲
し
い
日
と
な
り
ま
し
た
。
二
ヶ
月
を
過
ぎ

た
今
も
様
々
な
痛
み
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。 

本
校
も
被
災
し
ま
し
た
が
、
東
北
地
方
の

学
校
を
思
い
ま
す
と
、
授
業
や
学
校
行
事
、

そ
し
て
部
活
動
等
も
通
常
通
り
行
え
る
こ
と

を
、
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
さ
ら
に
元
気
で
活
力
の
あ
る
学

校
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
、
本
校
教
育
へ
の
ご
理
解

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

な
お
、
次
に
掲
げ
た
「
学
校
経
営
の
理
念
」

と
「
教
育
目
標
」
は
、
昨
年
と
同
様
で
す
。 

 

教
育
の
根
本
は
揺
る
ぎ
の
な
い
不
易
の
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

学
校
経
営
の
理
念 

 

１ 

信
頼
と
絆 

こ
の
信
頼
と
絆
無
く
し
て
真
の
教
育
は
成

立
し
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
・
保

護
者
・
地
域
・
仲
間
と
の
信
頼
関
係
と
絆
で

す
。 

 ２ 

愛
す
る
こ
と 

 
生
徒
を
愛
す
る
。
学
校
を
愛
す
る
。
仲
間

を
愛
す
る
。
仕
事
を
愛
す
る
。
学
び
を
愛
す

る
。
自
然
を
愛
す
る
。
家
族
を
愛
す
る
。
保

護
者
・
地
域
を
愛
す
る
。
自
分
を
愛
す

る
・
・
・
・
・
・ 

 

３ 

生
徒
が
主
体 

 
 

考
え
方
は
シ
ン
プ
ル
な
方
が
い
い
の
で
す
。 

 

生
徒
の
た
め
に
真
剣
に
な
る
と
い
う
こ
と

が
基
本
で
す
。
生
徒
の
た
め
に
な
る
の
か
否

か
。
学
校
組
織
と
し
て
前
進
で
き
る
か
否
か
。 

生
徒
が
主
体
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
生

徒
を
自
由
奔
放
に
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
校
は
集
団
生
活
の
場
で
す
か

ら
、
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
大
切
な
多
く

の
事
柄
も
学
ば
せ
ま
す
。
時
に
は
厳
し
く
説

諭
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
た

め
に
真
剣
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。 

 
 

家
庭
と
学
校
、
そ
し
て
地
域
が
と
も
に
手

を
携
え
て
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
真
剣
に
向

き
合
う
と
き
、
そ
の
教
育
効
果
は
絶
大
に
な

り
ま
す
。 

 

教
育
目
標 

 
 

青
雲
の
志 

夢
と
希
望
を
持
ち
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
自
己
を
高
め
よ
う
と
す
る
強

い
意
志 

 

友
垣
の
和 

正
義
感
・
連
帯
感
を
大
切
に 

し
、
友
達
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
す
る
心
と

行
為 

 冴
え
た
知
性 

学
ん
だ
こ
と
を
最
大
限
に

活
か
し
、
よ
り
よ
い
社
会
の
創
造
に
貢
献
す

る
能
力 
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学
校
経
営
の
方
針 

 １ 
生
徒
・
教
師
と
も
に
常
に
向
上
心
を
持 

っ
て
様
々
な
こ
と
を
学
び
続
け
、
意
欲
的

に
活
動
す
る
学
校
づ
く
り 

 ２ 

生
徒
が
生
き
生
き
と
躍
動
す
る
学
校

づ
く
り 

 

３ 

教
職
員
が
絆
を
深
め
、
互
い
に
磨
き
あ 

い
、
組
織
と
し
て
全
校
体
制
で
教
育
活
動 

が
で
き
る
学
校
づ
く
り 

 ４ 

授
業
と
と
も
に
、
学
校
行
事
や
部
活
動

等
に
も
、
教
師
・
生
徒
が
意
欲
的
に
活
動

す
る
学
校
づ
く
り 

 ５ 

清
潔
で
美
し
く
、
ま
た
利
便
性
の
あ
る 

学
習
環
境
が
整
う
と
と
も
に
、
生
徒
の
作 

品
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
る
学
校
づ

く
り 

 ６ 

生
徒
・
保
護
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り 

 ７ 

多
く
の
方
か
ら
支
援
さ
れ
、
愛
さ
れ
る

学
校
づ
く
り 

本
年
度
の
学
校
経
営
に
お
け
る
努
力
点 

 

１ 

わ
か
る
授
業
の
展
開 

 
 

（
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た 

め
の
工
夫
） 

 
 

２ 

特
別
支
援
教
育
の
推
進 

 
 

（
個
々
の
要
支
援
生
徒
に
対
応
で
き
る 

支
援
教
育
の
工
夫
） 

 

３ 

小
中
一
貫
教
育
の
推
進 

 
 

（
完
全
実
施
に
向
け
た
事
前
準
備
の
推 
 
 

進
） 

 

４ 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

 
 

（
地
域
協
議
会
の
活
性
化
と
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
導
入
の
推
進
） 

 

５ 

自
主
学
習
習
慣
の
定
着 

 
 

（
家
庭
学
習
も
含
め
た
学
習
習
慣
定
着

の
工
夫
） 

 

６ 

積
極
的
な
生
徒
指
導 

 
 

（
規
範
意
識
の
定
着
と
事
前
指
導
の
工 

 
 

 
 

夫
） 

 

７ 

校
内
研
修
の
推
進 

 
 

（
教
職
員
の
「
学
び
あ
い
」
に
か
か
わ 

る
研
修
、
そ
の
他
啓
発
研
修
の
推
進
） 

  
 

 

学
校
を
開
く 

１ 

本
校
で
は
計
画
的
な
授
業
参
観
日
を
設

け
て
い
ま
す
が
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
い
つ
で
も
授
業
等
を
公
開
し
ま

す
。
部
活
動
な
ど
も
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

保
護
者
以
外
の
方
に
も
公
開
し
ま
す
。 

 

２ 

保
護
者
や
地
域
の
方
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
な
ど
、
本
校
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
皆
様
の
居
場
所
「
地
域
交
流
室
」

が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
「
地
域
交
流
室
」
で
、
様
々
な
方
が

情
報
を
交
換
し
な
が
ら
会
話
を
楽
し
ん
だ

り
、
学
校
支
援
の
拠
点
に
し
た
り
、
ま
た
生

涯
学
習
の
学
び
の
場
と
し
て
も
、
ご
活
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 
 ３ 

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
本
紙(

年
間
５
回

発
行)

の
他
に
、
学
級
便
り
・
学
年
便
り
、

そ
の
他
多
く
の
便
り
が
ご
家
庭
に
届
く
と

思
い
ま
す
。 

各
種
の
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
各

紙
面
か
ら
執
筆
者
の
願
い
や
思
い
も
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 
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主
な
行
事
日
程 

 ４
月
８
日(

金) 
 

１
学
期
始
業
式 

４
月
１１
日(
月) 

 

入
学
式 

 

４
月
23
日(
土) 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
保
護
者
会 

５
月
６
日(

金)
～
８
日(

日) 
部
活
動
宇
河
春
季
大
会 

 

５
月
３０
日(

月) 
 

市
教
育
委
員
会
総
合
訪
問 

６
月
３
日(

金)

～
５
日(

日) 
 

部
活
動
春
季
県
大
会 

６
月
９
日(

木)

～
１１
日(

土) 
 

修
学
旅
行(

３
年) 

６
月
２０
日(

月)

～
２４
日(

金) 
 

宮
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ(

２
年) 

７
月
１６
日(

土)

～
１８
日(

日)

・
２１
日(

木)

～
２３
日(

土)  
 

 
 
 
 
 

 

部
活
動
宇
河
総
体 

７
月
２１
日(

木)

～
８
月
２４
日(

水) 

夏
季
休
業 

７
月
２１
日(

木)

～ 
 

家
庭
訪
問 

７
月
２８
日(

木)

～
30
日(

土)  
 

 

部
活
動
県
総
体 

８
月
21
日(

日) 
 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
奉
仕
作
業 

９
月
３
日(

土) 
 
 

運
動
会 

９
月
３０
日(

金)

～
１０
月
２
日(

日) 
 

部
活
動
宇
河
新
人
大
会 

１０
月
７
日(

金
） 

  

１
学
期
終
業
式 

１０
月
１１
日(

火
）
・
１２
日(

水) 

学
期
間
休
業
日 

１０
月
１３
日(

木
） 

 

２
学
期
始
業
式 

１０
月
１４
日(

金)

～
１０
月
１５
日(

土) 
 

部
活
動
県
新
人
大
会 

１０
月
２８
日(

金) 
 

文
化
祭
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

１１
月
７
日(

月)

～
１１
月
１１
日(

金)  

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル･

個
人
懇
談 

１１
月
１５
日(

火)

～
１１
月
１７
日(

木)  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

冒
険
活
動(

１
年) 

１１
月
２９
日(

火) 
 

マ
ラ
ソ
ン
大
会 

１２
月
１５
日(

木
） 

 

新
入
生
保
護
者
説
明
会 

１２
月
２３
日(

金)

～
１
月
９
日(

月) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

冬
季
休
業 

２
月
３
日(

金)

～
４
日(

土) 
 

 
 

 
 

 
 

立
志
式
・
ス
キ
ー
教
室(

２
年) 

３
月
７
日(

水) 
 

 

県
立
高
校
学
力
検
査 

３
月
８
日(

木) 
 

 

県
立
高
校
面
接 

３
月
１２
日(

月) 
 

 

卒
業
式 

３
月
１３
日(

火) 
 

 

県
立
高
校
合
格
発
表 

３
月
２３
日(
金) 

 
 

修
了
式 

 

一
学
期
始
業
式
講
話 

 

左
記
は
、
入
学
式
直
前
の
４
月
８
日(

金)

、

本
年
度
一
学
期
始
業
式
で
在
校
生
に
話
し
た

内
容
で
す
。 

 

今
日
か
ら
平
成
２３
年
度
、
新
し
い
学
年
で

す
。
進
級
お
め
で
と
う
。 

大
震
災
が
起
こ
っ
て
、
ま
も
な
く
一
ヶ
月

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
家
や
ご
親
戚
に
は
、
被
害
の
大

き
か
っ
た
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
本
当
に
大

変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
度
の
修
了
式
に
話
し
た
と
お
り
、
め

げ
ず
・
く
じ
け
ず
踏
ん
張
り
な
が
ら
、
皆
で

支
え
あ
い
、
協
力
し
合
っ
て
前
向
き
に
歩
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
震
災
で
、
宇
都
宮
で
唯
一
、
立
ち
入

り
禁
止
に
な
っ
た
学
校
が
あ
り
ま
す
。 

清
原
中
央
小
学
校
で
す
。
実
は
、
二
年
前

ま
で
私
が
勤
め
た
学
校
で
す
。 

全
校
児
童
は
、
現
在
、
清
原
中
学
校
で
始

業
式
を
し
て
い
る
最
中
だ
と
思
い
ま
す
。 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
中
学
校
ま
で
片

道
７
キ
ロ
を
歩
く
児
童
も
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
児
童
達
も
踏
ん
張
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。 

さ
て
、
今
日
は
、
そ
の
小
学
校
で
言
い
続

け
た
こ
と
を
、
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
三
つ
。 

そ
れ
は
、
「
考
え
る
」
「
鍛
え
る
」
「
思
い
や

る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。 

皆
さ
ん
は
、
新
年
度
に
あ
た
っ
て
目
標
を

た
て
ま
し
た
か
。 

年
の
初
め
や
、
学
期
の
初
め
、
そ
し
て
今

日
の
よ
う
な
学
年
の
初
め
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
節
目
で
、
見
通
し
を
も
っ
た
目
標
設
定
は
、

と
て
も
大
切
で
す
ね
。 
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私
は
、
児
童
が
自
分
で
決
め
た
目
標
の
ほ

か
に
、
努
力
目
標
を
課
し
ま
し
た
。 

 
ま
ず
、
「
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
。 

こ
れ
は
、
本
を
読
ん
だ
り
、
人
の
話
を
し

っ
か
り
聞
い
た
り
、
ま
ず
、
物
事
を
落
ち
着

い
て
深
く
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
分
か
ら
な
い
時
に
は
恥
ず
か
し
が
ら
な

い
で
聞
い
て
み
る
。
こ
の
こ
と
が
、
思
い
の

ほ
か
自
己
成
長
の
鍵
と
な
り
ま
す
。 

 

 

次
に
、
鍛
え
る
こ
と
。 

 
 

体
を
鍛
え
る
と
、
や
る
気
や
最
後
ま
で
頑

張
る
力
が
出
て
き
ま
す
。
体
を
鍛
え
る
と
、

体
だ
け
で
な
く
心
も
強
く
な
っ
て
、
ル
ー
ル

や
約
束
も
進
ん
で
守
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
鍛
え
る
と
い
う
の
は
体
と
心
を
鍛

え
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
健
康
で
け
じ
め

の
あ
る
学
校
生
活
を
心
が
け
る
よ
う
促
し
ま

し
た
。 

 

最
後
に 

思
い
や
る
こ
と
で
す
。 

知
力
・
体
力
の
向
上
は
、
と
て
も
重
要
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
、

心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
で
す
。 

他
の
人
を
思
い
や
る
心
。 

 

思
い
や
り
の
第
一
歩
は
、
あ
い
さ
つ 

で

す
。
あ
い
さ
つ
で
心
が
温
ま
り
、
相
手
を
思

い
や
る
心
が
出
て
き
ま
す
。
思
い
や
り
の
心

が
あ
れ
ば
、
友
達
に
い
や
が
る
こ
と
を
言
っ

た
り
や
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。 

 
 

 

ま
た
、
自
分
が
間
違
っ
た
と
わ
か
っ
た
と

き
は 

素
直
に
わ
び
る
こ
と
。
わ
び
ら
れ
た

ら
許
す
こ
と
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
も 

大
切
な

こ
と
で
す
。 

思
い
や
る
心
の
あ
る
人
は
、
わ
が
ま
ま
な

自
分
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

我
慢
す
る
力
・
踏
ん
張
り
力
の
あ
る
人
で
す
。 

こ
の
よ
う
に 

相
手
の
こ
と
を
考
え
ら
れ

る
思
い
や
り
の
あ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

言
い
続
け
ま
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
月
曜
日
、
１
年
生

が
入
学
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
先
輩
と
し
て
思

い
や
り
の
心
で
迎
え
入
れ
、
優
し
く
声
を
か

け
て
、
新
入
生
を
助
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

古
里
地
域
学
校
園
小
中
一
貫
教
育 

 

 
 

 

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
平
成
２４
年
度
よ

り
宇
都
宮
市
全
域
で
小
中
一
貫
教
育
が
完
全

実
施
と
な
り
ま
す
。 

 

古
里
中
学
校
区
で
は
、
本
年
度
を
準
備
期

と
し
て
、
地
区
内
の
小
中
学
校(

白
沢
小
・
岡

本
北
小
・
古
里
中)

が
合
同
で
会
議
や
研
修
を

も
ち
ま
す
。 

ま
ず
、
８
月
２４
日(

水)

、
古
里
中
学
校
に

て
本
地
区
小
中
学
校
全
職
員
に
よ
る
研
修
を

行
い
ま
す
。 

当
日
は
全
体
研
修
の
他
、
全
教
職
員
を
４

部
会(

学
力
向
上
、
学
校
生
活
支
援
、
体
力
増

強
・
食
育
推
進
、
交
流
促
進)

の
い
ず
れ
か
に

配
置
し
、
部
会
別
研
修
も
行
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
地
区
で
可
能
な
小
中
一
貫
教
育
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
方
向
性
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

な
お
、
昨
年
度
、
地
区
内
各
校
長
と
協
議

し
、
古
里
地
域
学
校
園
経
営
方
針
を
次
の
よ

う
に
示
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

経
営
方
針 

夢
や
目
標
を
も
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

よ
く
考
え
、
自
ら
鍛
え
、
思
い
や
る
心
を
磨

き
な
が
ら
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
児
童

生
徒
の
育
成 

趣
旨 

 

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
、
将
来
の
夢
や

希
望
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、
「
学
ぶ
こ
と
」
、

そ
し
て
「
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
こ

と
」
を
自
覚
さ
せ
、
社
会
的
自
立
を
目
指
す

教
育
に
小
中
が
一
貫
し
て
取
組
む
。 

 

新
聞
協
会
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
」
特
別
賞
受
賞 

  

日
本
新
聞
協
会
が
募
集
し
て
い
た
「
ハ
ッ

ピ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
２
０
１
０
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
、
本
校
が
特
別
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 
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こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
「
新
聞
で
見
つ
け

た
幸
せ
な
記
事
」
と
「
自
分
が
そ
の
記
事
で

幸
せ
に
な
っ
た
理
由
」
を
寄
せ
る
も
の
で
、

全
国
か
ら
１
万
５
千
件
を
超
え
る
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
２
６
５
人
が
応
募

し
、
そ
れ
に
よ
り
１
０
０
件
を
超
え
る
応
募

と
い
う
こ
と
で
、
特
別
賞
受
賞
に
該
当
し
ま

し
た
。 

 

本
年
度
の
チ
ー
ム
古
里 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

学
年
外
（
通
称
四
学
年
） 

 

校
長
（
鎌
田
） 

 

副
校
長
（
小
森
） 

     

教
務
主
任
（
戸
部
） 

図
書
館
司
書
（
尾
藤
） 

      

事
務
長
（
六
本
木
） 

学
校
栄
養
士
（
千
羽
） 

     
 

 

養
護
教
諭
（
亀
和
田
） 

学
校
業
務
（
大
関
） 

      
 
 
 
 
 
 
 
 

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー 

      

一
学
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

主
任
（
野
澤
） 

 
一
組
担
任
（
芳
賀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

二
組
担
任
（
小
嶋
） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
組
担
任
（
布
村
） 

    

四
組
担
任
（
秋
場
） 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
担
任
（
増
渕
）  

    
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
学
年 

 

主
任
（
村
井
） 

 

一
組
担
任
（
今
田
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

 

かがやきルーム 
指導員（林） 

（亀井） 

ＡＬＴ ﾀﾞﾆｴﾙ･ｱｸﾞﾇｰ 
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二
組
担
任
（
松
岡
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
組
担
任
（
田
﨑
） 

     

四
組
担
任
（
加
藤
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
担
任
（
笹
栗
） 

          

三
学
年 

 

主
任
（
和
氣
） 

一
組
担
任
（
宇
賀
神
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

二
組
担
任
（
中
村
） 

三
組
担
任
（
石
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
      

四
組
担
任
（
大
渕
） 

副
担
任
（
大
塚
） 

         
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

教
職
員
の
転
出
入 

【
転
出
者
】 

① 

入
江
尚
樹 

 

数
学
（
本
校
勤
務
６
年
） 

宇
都
宮
市
立
宝
木
中
へ 

② 

三
浦
光
崇 

 

英
語 

 

（
同
７
年
） 

宇
都
宮
市
立
若
松
原
中
へ 

③ 

小
松
純
子 

 

国
語 

 

（
同
３
年
） 

の
ざ
わ
特
別
支
援
学
校
へ 

④ 

大
島
里
美 

 

国
語 

 

（
同
４
年
） 

 
 
 
 
 
 
 

宇
都
宮
市
立
横
川
中
へ 

⑤ 

山
崎
育
子 

  

保
体 

 

（
同
１
年
） 

宇
都
宮
市
立
瑞
穂
台
小
へ 

⑥ 

奥
田
美
香 

 

英
語
指
導
助
手(

同
４
年
） 

宇
都
宮
市
立
陽
南
中
へ 

⑦ 

池
田
衣
公
子 

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー（
同
４
年
） 

 
 
 
 
 
 
 

退
職 

⑧ 

佐
藤 

力 
  

学
校
業
務

（
同
３
か
月
） 

 
 
 
 
 
 
 

退
職 

 

【
転
入
者
】 

① 

戸
部
義
則 

 
 

国
語 

 
  

宇
都
宮
大
学
附
属
中
よ
り 

 

② 

秋
場
拓
也 

 
 

数
学 

  

宇
都
宮
市
立
宝
木
中
よ
り 

③ 

大
塚
宗
一
郎 

国
語 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

宇
都
宮
市
立
宮
の
原
中
よ
り 

④ 

布
村
貴
史 

 

数
学 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

宇
都
宮
市
立
陽
南
中
よ
り 

⑤ 

増
渕
亜
弥 

  

保
体 

 

新
規
採
用 

⑥ 

庄
子
千
春 

 
 

英
語
指
導
助
手 

 
 
 
 
 
 
 

宇
都
宮
市
立
豊
郷
中
よ
り 

⑦ 

林 

重
正 

 
 

か
が
や
き
ル
ー
ム
指
導
員 

  
 
 
 
 
 
 
 

宇
都
宮
市
立
陽
東
中
よ
り 

⑧ 

亀
井
ゆ
か
り 

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー 

  

新
規
採
用 

 
 
 
 
 
 

 

特別支援学級担任 
  （松尾） 

副担任（庄子）

学年外（中島）

ｽｸｰﾙ･ｶｳﾝｾﾗｰ 
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新
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員 

 
会
長 

 

大
熊
の
ぞ
み 

副
会
長 
増
渕
良
信 

副
会
長 
三
村
尚
美 

副
会
長 

谷
内
直
子 

副
会
長 

小
森
一
則
（
副
校
長
） 

監
事 

 

平
賀
貴
子 

監
事 

 

堀
内
佳
代
子 

会
計 

 

加
藤 

恩 

会
計 

 

六
本
木
雅
弘
（
事
務
長
） 

書
記 

 

増
子
雅
子 

書
記 

 

戸
部
義
則
（
教
諭
） 

 

退
任
さ
れ
た
舟
越
前
会
長
、
杉
浦
並
び
に
高

橋
前
副
会
長
、
そ
し
て
永
井
前
監
事
の
こ
れ

ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
尽
力
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

  
 

新
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ
つ 

 

大
熊
の
ぞ
み 

 

新
年
度
を
迎
え
、
子
ど
も
も
最
高
学
年
に

な
り
同
時
に
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
引
き
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
多
大
な
重
圧
も
あ

り
ま
す
が
、
私
な
り
に
学
校
と
協
力
し
て
思

春
期
真
っ
只
中
の
子
ど
も
の
育
成
に
当
た
っ

て
い
く
事
や
、
生
徒
た
ち
が
古
里
中
学
校
に

通
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
出
を
持
て
る

よ
う
に
影
な
が
ら
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
会
員
の
方
も
、
そ
れ
ぞ

れ
忙
し
い
家
庭
や
仕
事
等
の
事
情
も
あ
る
か

と
は
思
い
ま
す
が
、
互
い
に
手
分
け
を
し
た

り
補
い
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
進

め
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

転
退
職
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

入
江 

尚
樹 

今
回
の
古
里
中
学
校
勤
務
は
二
回
目
で
し

た
。
一
回
目
は
、
初
任
で
十
二
年
間
。
そ
の

当
時
の
自
分
と
し
て
は
、
や
れ
る
こ
と
を
と

こ
と
ん
や
り
尽
し
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

完
全
燃
焼
で
し
た
。
二
回
目
の
勤
務
が
決
ま

っ
た
と
き
、
「
完
全
燃
焼
し
て
し
ま
っ
た
学
校

で
、
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
」
と
考
え
た

と
き
、
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

終
わ
っ
て
み
る
と
、
今
回
も
「
や
っ
た
ぜ
」

と
い
う
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
も
し
、
回

り
ま
わ
っ
て
、
教
員
生
活
の
最
後
を
古
里
中

学
校
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
感
無
量
で

す
。
六
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

光
崇 

 

七
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

古
里
中
で
は
、
自
分
の
思
い
つ
く
ま
ま
、

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
過
程
の
中
で
、
失
敗
や
成
功
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
教
師
人
生
を

送
っ
て
い
く
上
で
、
非
常
に
大
切
な
も
の
を

数
多
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
、
現
任
校
で
も
少
な
か
ら
ず
役
に
立
っ

て
い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
偏

に
、
古
里
中
の
生
徒
・
保
護
者
の
皆
様
方
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
本

当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
松 

純
子 

 

こ
の
度
は
、
交
流
研
修
で
一
年
間
、
特
別

支
援
学
校
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
古

里
中
学
校
で
は
、
私
が
教
職
を
目
指
そ
う
と

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
恩
師
と
共
に
勤
務

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
幸
せ
に
恵
ま
れ
、

ま
た
、
素
晴
ら
し
い
先
生
方
に
ご
指
導
い
た

だ
き
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
日
々
で
し
た
。
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

特
別
支
援
学
校
で
は
、
今
ま
で
気
付
か
な

か
っ
た
切
り
口
か
ら
物
事
を
見
る
経
験
を
さ
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せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

か
ら
多
く
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
活
動

に
少
し
で
も
活
か
せ
る
よ
う
に
研
修
に
励
ん

で
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

大
島 

里
美 

 

古
里
中
で
過
ご
し
た
四
年
間
は
、
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
く

ら
い
毎
日
が
慌
た
だ
し
く
も
充
実
し
て
い
て
、

私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
日
々
で
し
た
。 

 

古
里
中
を
離
れ
る
こ
と
は
と
て
も
寂
し
く
、

新
し
い
環
境
に
戸
惑
い
も
感
じ
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
新
し
い
出
会
い
を
大
切
に
し
、
よ
り

大
き
く
成
長
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
四

年
間
古
里
中
で
出
会
っ
た
生
徒
た
ち
、
保
護

者
の
皆
様
、
先
生
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
忘

れ
ず
、
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。 

 

四
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎 

育
子 

一
年
間
で
し
た
が
、
古
里
中
学
校
で
、
と

て
も
濃
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。
一
年
生

と
の
冒
険
活
動
や
焼
き
い
も
大
会
。
体
育
の

授
業
で
は
特
に
創
作
ダ
ン
ス
。
運
動
会
に
マ

ラ
ソ
ン
大
会
。
部
活
動
な
ど
。
最
後
に
東
日

本
大
震
災
。
生
徒
た
ち
と
共
に
過
ご
し
た
こ

の
時
間
は
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
力
を
持
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
さ
ら
に
成
長
す
る
こ
と
を
ず
っ
と
応

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
先
生
方
保
護

者
の
皆
様
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奥
田 

美
加 

四
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

1995
年
1
月
17
日
5
時
46
分
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
遭
い
、
今
年
3
月
11
日
14
時
46
分

東
日
本
大
震
災
に
遭
い
ま
し
た
。
二
度
も
大

き
な
地
震
を
経
験
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
想

像
を
絶
す
る
地
震
で
、
十
六
年
前
は
主
人
の

祖
母
も
命
を
落
と
し
ま
し
た
。 

今
回
の
地
震
で
、
生
徒
も
い
ろ
い
ろ
想
う
と 

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を

忘
れ
ず
、
周
り
に
い
る
家
族
、
先
生
、
友
人
、

お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
感
謝
し
て
、
今

あ
る
命
を
大
切
に
し
、
精
一
杯
生
き
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

四
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

舟
越 

正
好 

 

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

様
の
役
に
立
と
う
と
思
い
会
長
職
を
引
き
受

け
ま
し
た
が
、
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
れ
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
会
員
の
皆
様
の

ご
助
言
・
ご
協
力
を
頂
き
務
め
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

輪
も
少
し
ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
堀
さ
ん
の
努
力
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。） 

 

本
当
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
学
校
行
事
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

入
学
式
（
４
月
11
日
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

例年は、ステージ上に新入生を配置しました。

しかし、震災によりステージが使用できなくなっ

たため、体育館フロアに段を移して入学式を行い

ました。 


